
 

先端技術拠点形成促進事業業務委託に係る提案競技質問書に対する回答 

 

番号 質問事項 質問内容 回答 

１ 用語の説明 「支援対象企業」とは何か。 

 

誘致対象者である、国内の研究開発型スタ

ートアップおよび、事業化が見込まれる技術

を有する研究シーズ保有者（当該研究シーズ

に関与する経営候補者を含む。）のことです。 

２ 用語の説明 提案競技実施要領に記載の「支援対象企業１社分に

係る見積書」とは、どのような見積書を想定してい

るのか。 

委託業務仕様書２（１）に記載の研究開発型

スタートアップ等のリストアップ件数（30 件

を想定）に応じて、1 件あたりに要する費用の

見積書を作成してください。 

３ 用語の説明 「誘致対象者」とは、貴市外の者に限定されるか。

例えば、貴市内大学発スタートアップや研究シーズ

保有者は対象外か。 

 誘致対象者は、福岡市外に所在する研究開

発型スタートアップおよび、事業化が見込ま

れる技術を有する研究シーズ保有者に限定し

ます。 

4 委託業務仕様書に関する

事項 

２（１）において、リストアップする誘致候補 30

件は、以下のいずれを想定しているか。 

１）貴市の特性を踏まえて誘致すべき候補先であ

り、 必ずしも拠点設置意向は持たない先 

２）貴市以外も含む地域への拠点設置意向がある先 

３）貴市への拠点設置意向がある先 

委託業務仕様書２（１）に記載のとおり、福

岡市内への拠点設置の可能性が認められる研

究開発型スタートアップ等を優先的にリスト

アップすることを想定しています。 



番号 質問事項 質問内容 回答 

5 委託業務仕様書に関する

事項 

２（２）の「事業会社・投資家（VC 等）とのビ

ジネスマッチング機会の創出」とは、具体的にどの

ような業務を想定しているか。 

マッチングイベント等ではなく、誘致対象者が希

望する場合に、適切な先との面談等を調整する等の

業務と解釈して問題ないか。 

「事業会社・投資家（VC 等）とのビジネス

マッチング機会の創出」について、創出方法の

指定はございません。 

提案事業者の強みとなるマッチング手法、

ネットワーク等がある場合には、それらを含

めてご提案ください。 

6 委託業務仕様書に関する

事項 

２（２）の「市内拠点設置に向けた調整支援」と

は、具体的にどのような業務を想定しているか。 

誘致対象者が、市内への拠点設置の検討に

あたって、必要な情報提供や関係構築支援を

想定しています。 

提案事業者の強みとなる支援方法がある場

合、それらを含めてご提案ください。 

7 

 

事業提案書に関する事項 ７は事業のフォローアップと言う名称ではある

が、事業期間内に実施する業務という理解で間違い

ないか。 

ご認識の通りです。 

8 事業提案書に関する事項 ７（１）の「支援」とは、別紙 委託業務仕様書２

（２）に記載の貴市が行う誘致活動への支援という

理解で間違いないか。 

ご認識の通りです。 

 


